土木学会

震災がれきの処分と有効利用に関する調査研究小委員会
第9回委員会　議事録（案）
日時：2013年11月20日（水）13：00〜18：15
場所：スクワール麹町　5階　寿の間
出席者：久田委員長，河井幹事，丸屋幹事，大崎，尾形，小川，椎名，杉橋，竹田，田中，寺村，羽原，平嶋，緑川，皆川，渡邉の各委員，小林幹事長
配付資料：

　9-0
第9回委員会議事次第

9-1
第8回委員会議事録案
9-2
がれき有効利用・報告書・目次案
　以下，「まえがき」以下，全ての原稿
議事：
1. 委員長挨拶

2. 議事録の確認
　小林幹事長より，前回委員会の議事録の確認がなされ，了承された． 
3. 報告書内容の審議

全体に関わる事項

· 災害廃棄物，がれきなどの用語の使い分けに注意する．ただし，他の文献からの引用部分については，引用元の使い分けをそのまま踏襲する．
· 写真のキャプションは「図○.○.○.○」ではなく「写真○.○.○.○」にする．

· 見出しが3桁となっておらず，2桁の場所（例：「2.1　災害廃棄物の推計量」）については，図表番号は4桁ではなく3桁とする．

· 見出しは，全てゴシックにする．また，両括弧の場合には，括弧と数字は全て半角で，タイトルとの間には半角スペース（例：(1) 実行計画の編成）．
· 福島第1原発は，正式名称にする．東京電力（株）福島第一原子力発電所．

· 図表の左右に文章を回り込ませない．

· 国のwebサイト等で公開されている情報については，転載許可は不要である．

· 発注-受注関係にある箇所（特に各処理区）の情報については，久田委員長から発注者側に報告書の内容について確認をとる．具体的には宮城県，岩手県，仙台市，多賀城市．

· 人力選別→手選別

· 年号は基本的に西暦で統一する．

· 英数字は半角．Times New Roman．

第1章

· 10カ年計画は宮城県の計画なので，「宮城県の場合」と記す．
· 1.1節と1.3節は統合する．

· 1.2節については，項タイトルは学協会名までにする．また，委員長名などを本文中に記す．

· 地盤工学会については，復興資材の使用に関する提言を行う委員会が発足しているので，それについて追記する．

· 東北地方の学協会（支部）の活動について，新たに節を立てる．

· 1.2.3項については，委員会別に，(1)，(2)と見出しで分ける．
· 1.3節（←1.1に統合）については，地震以外の災害への備えともなることを記す．また，用語の定義を追加する．

第2章

· 表2.5.1.1については，表中の1)，2)等が表の脚注に対応することを，表タイトルの下に記す．

第3章

· 3.1節の不鮮明な図については，田中委員が元ファイルを小林幹事長に送付する．
· 3.2節の各項については，1)の業務内容はそれぞれ表にまとめる．ただし，「入札契約」の情報については削除．本文には「○○○処理区における業務の内容を表3.2.○.1に示す」と記す．

· 3.2節の各項のタイトルは「3.2.6　亘理名取ブロック（岩沼処理区）のようにする」ブロックが単独の処理区で構成される場合には，「・・・・・ブロック」まで．
· Google mapの地図は用いない．
· 多賀城市の処理施設については，中間処理までしか実施していないため，宮城県内の他の処理区とは若干位置づけが異なるため，その旨説明を加える．

第4章
· 表4.1.1と表4.1.2のタイトルは「〜の例」とする．また，本文中に，いつの時点の試料かを追記する
· 4.1節の最後の5行は削除する．参考文献2)も削除．

第5章

· 表5.2.1.1は，岩沼処理区の「津波堆積土砂」は固化・不溶化材の種別が不明であるため削除する．
· 不溶化「材」で統一．

· 参考文献の年号の書き方を修正する．(2013)→2013.
· 5.2.2のミキサに対する要求性能は，委員会での意見を参考に見直す．

· CGSという用語の使用については，問題が無いことを確認した．

· 5.3.4節については，(2)と(3)の順番を入れ替える．

· 5.3.7節のタイトルは「5.3.7　産業副産物との混合などによる利活用技術」に変更．

第6章，第7章
　　特になし
4．　今後のスケジュールの確認

· 本日の資料を持ち帰り，精読の上，意見があれば11月中に執筆者＋幹事団にメールで送付．
· 全体にかかわる意見については，まずは幹事団まで→対応を検討の上で，全委員に転送．

· 本日の審議結果と，上記の意見を踏まえた修正稿を，12月20日までに小林幹事長に送付．ワードファイルを送付のこと．

· 小林幹事長は早急にパワーポイントのテンプレートファイルを作成し，全委員に送付．

· 各委員は担当箇所のパワーポイントファイルを作成し，12月20日までに小林幹事長に提出．

· 次回委員会は2月27日14時〜17時．土木学会EF会議室（常任委員会の意見への対応を協議． 
· 5月23日　成果報告会（土木学会講堂）

· 7月18日　成果報告会（仙台）

以上　

PAGE  
1

